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計画検討手順

STEP1
有識者委員会

（第１回）

H25.7.26

STEP3

STEP4

２.これまでの取り組み

意見聴取①

道路整備の必要性の意向や、複数案の設定と
評価項目の設定に繋がる配慮すべき事項など
を把握する

※調査時期：Ｈ25.9.1～Ｈ25.11.14

意見聴取②

ルート帯などの複数案の評価につながり、
ルートを決定する際の配慮すべき項目を把握
する

複数案の比較評価

概略計画案の選定

対応方針案の策定

STEP2
有識者委員会

（第２回）

H25.12.16

計画検討の発議

手順の明確化

①課題の共有と道路整備の必要性
の確認

②複数案の設定と評価項目の設定

（１）計画検討手順
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２.これまでの取り組み

（２）意見聴取①の概要

アンケート① ヒアリング① １００人協議会
（参考）
事業ＰＲ

手法

ＨＰにアンケート
を掲載し、同内容
の用紙を関係機関

に設置

県広報誌にアンケ
ートを掲載

関係団体に聞き
取り

鈴鹿バルーンフ
ェスティバルの
来場者に聞き取

り

8～10名を1グル
ープとする意見
交換会を開催

鈴鹿市立桜島
小学校創立30周
年記念秋祭りに
事業ＰＲパネル

を展示

対象

ＨＰ：三重県内外
紙媒体：県庁舎、
市役所、道の駅、
ＳＡに設置

三重県内
全戸配布

（約７２万世帯）

中部広域観光推
進協議会、中部
経済連合会、自
動車会議所、全
国農業協同組合
連合会

県外来訪者
三重県内在住ま
たは勤務者

在校生および
来場者

期間
Ｈ25.9.10～
Ｈ25.9.30

Ｈ25.9.1～
Ｈ25.9.25

Ｈ25.10.8～
Ｈ25.11.14 Ｈ25.9.15 Ｈ25.9.1 Ｈ25.11.9

回答数
参加者数

1599名 348名 4団体 81名 147名 100名以上
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